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「久しぶりに制限の無い卒業式を開催しました。」 

 

 ここ数年は新型コロナウイルス感染拡大を防止するために「突然の卒業式

の中止」」も視野に入れた中で卒業式を実施してきたのですが、今年度はマ

スクの着用義務も解除になるなど、ほぼコロナ禍前の卒業式を開催すること

ができ、普通に行事ができる喜びを改めて実感した卒業式となりました。 

 来賓の皆様をはじめ、保護者の皆様も同様のことを感じて頂けたのではないでしょうか。子どもた

ちの呼びかけ、歌も感動しました。マスクなしで大勢の人々の前で発表する姿は自信に満ちていまし

た。どの子も頼もしさを感じました。今後は帰国する子ども、海外の他の学校へ行く子ども、本校に

残る子どもとそれぞれの道を歩むことになりますが、本校での学びを大切にして次のステージも頑張

ってほしいです。 

 

＜校⾧式辞※一部抜粋＞ 

・・・・・私は皆さんがこの世に誕生した時に「命」「愛情」の他に目にはもう一つご両親からも

らった大切なものがあると考えています。それは目には見えない「新品のノート」です。このノート

は目には見えないことの他に特徴がいくつかあります。それは、皆さんが生まれてからできるように

なったこと、喜んだことや失敗したことや悲しんだことなど自分が経験したことを正確に書き込むこ

とができることです。何ページかを飛ばして先に目標を書き込むこともできま

す。このノートは昔失敗したことや成功したことを後で読み返すこともできま

す。このノートは命が尽きるまでページを増やすことができます。このノート

に書き込んでいった部分は自分だけの「教科書」でもあります。 

何度も言いますが両親からもらったこのノートは絶対に見ることはできませ

ん。ですから手に取ることもできません。でも、校⾧先生は確信しています。

間違いなく皆さんはそのノートを今でも持っています。 

卒業生の皆さん。これから進むそれぞれの人生では、皆さんが広州日本人学校で積上げた力をさら

にのばす場面や新しい出会いが待っています。その一つ一つを大切なものとして受け止め、例え迷っ

たり悩んだりすることがあっても決して自分を見失うことなくしっかりと前に進んでください。そし

て、新しい場所でも当たり前のこと当たり前にしっかりとできる人として、活躍してください。それ

が私から皆さんへの願いです。忘れないでください。・・・・・ 
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「令和４年度 学校評価アンケート（後期）結果」 

 令和４年度の後期は、運動会などの大きな行事が出来なかったことやオンライン授業が約２か月間

続いたこともあり、どの項目も満足度が低くなりました。 

 この結果を真摯に受け止め、来年度に生かしていこうと考えております。アンケートのご協力に感

謝いたします。 

 
 「令和５年度もよろしくお願いいたします。」 

 

 

 

  前期評価 後期評価 前期評価 後期評価

97.0 98.8 98.4 93.2

97.0 98.1 98.9 89.1

97.0 98.8 98.4 87.4

89.1 89.7 89.5 80.3

86.1 87.3 83.8 72.6

89.6 95.5 95.8 88

96.4 99.4 100 92.9

97.5 96.2 98.4 92.4

94.6 93.5 96.5 86.4

97.5 99.4 98.2 94.1

92.9 95.4 97.1 91.9

97.6 97.4 96.7 86.9

97.5 96.8 97.3 90

92.4 91.4 97.1 87.9

93.5 95.7 95.5 90.6

90.5 96.7 97.3 83.4

95.7 98.7 95.1 92.2

82.6 86.5 85.6 71.9

98.2 98.1 98.9 95.5

98.2 96.9 99.5 93.4

90.0 90.5 99.4 92

98.8 97.5 98.7 96

97.1 98.8 97.3 91.7

98.8 99.4 99.5 96.6

学校は命の大切さや人権を尊重する意識を指導している。
学校は児童生徒の個性や良さを伸ばすための行事などの工夫を行っている。

学校は適切な言語環境を育てるため、丁寧な言葉遣いの指導をしている。

学校は英語や中国語指導、異文化交流などを通して国際性を育てている。
学校はねばり強く最後まで頑張ることのできる児童生徒の育成をしている。
学校は、児童生徒の指導において大型提示装置（プロジェクター、電子黒板）やタブレット端末等の
ICTを活用した授業の工夫を行っている。

学校は児童生徒の体力の育成の為、各種取り組みをしている。
学校は校内の衛生面や感染対策等に気を付け、健康な環境づくりをしている。

学校は校内の安全点検・整備を行い、安心安全な環境づくりをしている。
学校はいじめの未然防止、早期発見・早期解決に努め、いじめを見逃さない学校づくりに取り組んでいる。

学校は児童生徒及び保護者からの相談に適切に応じている。

学校は保護者を学校に迎え入れる雰囲気をつくっている。
学校は授業参観及び懇談会、通信、ホームページ、ロイロノート等を通して、教育方針や学校、子ど
もの様子を保護者に伝えている。

令和3年度 令和4年度

学校は基礎的・基本的な学力の定着を図っている。

保

護

者
学校は進んであいさつをする態度を育てている。

学校は、自分の考えを発信する力をつけるための工夫を行っている。

学校は話し合い活動や、作品発表会などの工夫した指導を積極的に取り入れている。

学校は家庭学習の推奨や、その指導の工夫を積極的にしている。

学校は読書を推奨している。

お子さんは学校の授業は分かりやすいと言っている。

学校全体に活気があり、子ども達が生き生きと活動している。

学校は一人一人の個性を大切にし、伸ばそうとしている。

学校は子どもたちの夢を大切にし、将来を見通した教育をしている。

学校はお子さんの能力や努力を適切・公平に評価している。



「この３月に本校を離任する先生方を紹介します。」 

今回帰国する先生方です。※コロナ禍の中、帰国する先生方は本校の児童生徒のために力を尽くし

てくれました。１５名の先生方には本当に感謝いたします。ありがとうございました。本校を離れま

しても、広州日本人学校での思い出を忘れずに次の任地でご活躍ください。 

 

〇教頭 日暮恭明   〇主幹教諭 久保健一     

〇教諭 川村翔太   〇教諭 濱田誠     

〇教諭 山下奈瑠美         〇教諭 出木谷あさひ        

〇教諭 仲山李子      〇教諭 稲垣美法       

〇教諭 佐田千奈美         〇教諭 茶屋真実子     

〇教諭 金谷真綾              〇教諭 小此木恵理香   

〇教諭 多田祐亮              〇教諭 友利阿佐美   

〇教諭 村岡峻介 


